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全
国
民
に
背
番
号
が
付
け
ら
れ
る
っ
て

聞
い
た
ん
だ
け
ど
、
本
当
か
い
？

住
民
票
コ
ー
ド
の
こ
と
ね
。
住
民
基
本

台
帳
法
の
改
正
で
、
14
年
８
月
５
日
か
ら

全
国
民
の
住
民
票
に
11
桁け

た

の
番
号
が
設
定

さ
れ
て
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
、
略
し
て
住
基
ネ
ッ
ト
が
一
斉

に
ス
タ
ー
ト
す
る
の
よ
。

住
基
ネ
ッ
ト
で
は
、
全
国
の
市
区
町
村

の
住
民
基
本
台
帳
情
報
の
一
部
と
国
が
指

定
し
た
「
情
報
処
理
機
関
」
が
専
用
回
線

で
結
ば
れ
、
行
政
事
務
の
効
率
化
や
簡
素

化
を
図
る
全
国
規
模
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

つ
く
ら
れ
る
の
よ
。

ふ
ー
ん
、
具
体
的
に
住
基
ネ
ッ

ト
で
ど
ん
な
こ
と
が
便
利
に
な
る

の
？

ま
ず
、
今
年
８
月
５
日
か
ら
順

次
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
手
続
き
、

例
え
ば
年
金
や
恩
給
の
受
給
な
ど
で
、
住

所
確
認
の
た
め
に
必
要
な
住
民
票
の
写
し

を
添
付
す
る
必
要
が
な
く
な
る
の
よ
。
さ

ら
に
来
年
８
月
か
ら
は
、
希
望
す
る
人
に

有
料
で
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
が
交

付
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
。
こ
の
カ
ー
ド

を
持
っ
て
い
る
と
、
全
国
ど
こ
の
市
区
町

村
の
窓
口
で
も
住
民
票
の
写
し
の
交
付
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
よ
。
ま
た
、

市
外
に
引
っ
越
す
と
き
は
、
カ
ー
ド
を
示

せ
ば
転
入
先
の
窓
口
だ
け
で
手
続
き
が
済

む
よ
う
に
な
る
わ
。

と
て
も
便
利
だ
ね
。
で
も
、
個

人
の
デ
ー
タ
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

つ
な
が
る
な
ん
て
、
な
ん
だ
か
怖
い
ね
。

情
報
が
漏
れ
な
い
か
心
配
だ
よ
。

住
基
ネ
ッ
ト
の
運
営
で
一
番
大

事
な
こ
と
は
、
大
切
な
個
人
情
報

を
保
護
す
る
こ
と
な
の
。
対
策
は
い
ろ
い

ろ
と
行
わ
れ
て
い
る
の
よ
。
住
基
ネ
ッ
ト

は
専
用
回
線
で
つ
な
が
っ
て
い
て
、
通
信

は
暗
号
化
さ
れ
て
い
る
の
。
不
正
侵
入
の

防
止
装
置
も
設
置
し
て
い
る
し
ね
。

住
基
ネ
ッ
ト
を
操
作
す
る
人
の

モ
ラ
ル
も
大
切
だ
ね
。

そ
の
と
お
り
。
操
作
す
る
人
に

守
秘
義
務
を
課
す
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
操
作
す
る
職
員
も
限
定
し
、
操
作
記

録
を
保
存
す
る
な
ど
し
て
、
管
理
を
厳
し

く
し
て
い
る
の
。
住
民
票
コ
ー
ド
の
民
間

利
用
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
よ
。

ぼ
く
た
ち
も
安
心
で
き
る
ね
。

と
こ
ろ
で
、
住
基
ネ
ッ
ト
を
利
用

す
る
た
め
の
、
住
民
票
コ
ー
ド
は
い
つ
私

た
ち
に
知
ら
せ
て
く
れ
る
の
？

住
民
票
コ
ー
ド
は
、
８
月
中
に

市
役
所
か
ら
通
知
が
来
る
か
ら
、

捨
て
な
い
で
、
大
切
に
保
管
し
て
ね
。
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住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
（
住
基
ネ
ッ
ト
）
は
、
国
と
都
道
府

県
・
市
区
町
村
を
専
用
回
線
で
結
び
、
氏

名
・
住
所
・
生
年
月
日
・
性
別
の
４
情
報

を
11
桁け

た

の
個
人
番
号
で
管
理
す
る
し
く
み

で
す
。

住
基
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
高
度
情
報
化
社
会
に
対
応
し
た
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
、
国
・
地
方
を
通
じ

た
行
政
事
務
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
に
は
、
住
民
の
氏
名
や

住
所
、
生
年
月
日
、
性
別
、
本
籍
地
な
ど

の
情
報
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
や
国
民

年
金
な
ど
の
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
市
区
町
村
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
基
礎
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

住
民
票
コ
ー
ド
と
は
、
住
民
基
本
台
帳

の
中
の
情
報
の
う
ち
、
氏
名
・
住
所
・
生

年
月
日
・
性
別
の
４
情
報
を
11
桁け
た

の
無
作

為
の
番
号
で
表
し
た
も
の
で
す
。
住
民
票

コ
ー
ド
は
全
国
の
国
民
に
一
斉
に
割
り
振

ら
れ
、
十
日
町
市
で
も
８
月
に
各
世
帯
に

通
知
し
ま
す
。

８
月
５
日
か
ら
順
次
実
施
す
る
も
の

1
各
種
行
政
手
続
き
で
住
民
票
の
写
し
の

添
付
が
不
要
に
な
り
ま
す

現
在
、
恩
給
な
ど
の
給
付
や
各
種
資
格

登
録
手
続
き
で
、
住
所
や
生
存
確
認
の
た

め
に
住
民
票
の
写
し
な
ど
の
添
付
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
住
基
ネ
ッ
ト
で

本
人
確
認
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
住
民
票

の
写
し
の
添
付
が
不
要
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
事
務
で
、
８
月
以
降
順
次
実
施

さ
れ
る
予
定
で
す
。

15
年
８
月
か
ら
実
施
す
る
も
の

2
全
国
ど
こ
の
市
区
町
村
で
も
、
住
民
票

の
写
し
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す

現
在
、
住
所
地
の
市
町
村
で
し
か
受
け

ら
れ
な
い
住
民
票
の
写
し
の
交
付
が
、
通

勤
・
通
学
先
な
ど
、
ど
こ
の
市
町
村
で
も

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

3
引
っ
越
し
を
す
る
際
の
手
続
き
が
簡
単

に
な
り
ま
す

転
入
転
出
の
特
例
と
し
て
、
あ
ら
か
じ

め
「
付
記
転
出
届
」
を
転
出
す
る
市
町
村

に
郵
送
し
て
お
け
ば
、
転
入
先
に
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
を
添
え
て
転
入
届
を
提
出

す
る
だ
け
で
済
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

住
基
ネ
ッ
ト
は
、
住
民
の
大
切
な
個
人

情
報
を
取
り
扱
う
た
め
、
個
人
情
報
の
保

護
を
最
も
重
要
な
課
題
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
制
度
・
技
術
・
運
用
の
３
つ

の
側
面
か
ら
対
策
を
講
じ
、
個
人
情
報
を

保
護
し
ま
す
。

制
度
面
（
法
令
）
か
ら
の
対
策

1
住
基
ネ
ッ
ト
で
市
区
町
村
か
ら
都
道
府

県
や
指
定
情
報
処
理
機
関
に
送
ら
れ
る

情
報
は
、
『
氏
名
・
住
所
・
生
年
月

日
・
性
別
・
住
民
票
コ
ー
ド
・
変
更
情

報
』
か
ら
な
る
「
本
人
確
認
情
報
」
に

限
定
さ
れ
ま
す
。

2
本
人
確
認
情
報
を
提
供
す
る
国
の
行
政

機
関
な
ど
の
範
囲
と
利
用
目
的
を
法
律

で
具
体
的
に
限
定
し
、
目
的
外
利
用
を

禁
止
し
て
い
ま
す
。
本
人
確
認
情
報
を

利
用
で
き
る
の
は
、
10
省
庁
が
行
う
93

の
事
務
だ
け
で
す
。

3
民
間
事
業
者
が
住
民
票
コ
ー
ド
を
利
用

す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

4
住
基
ネ
ッ
ト
を
操
作
管
理
、
運
営
す
る

■給付行政に関する事例　　　　　　　■資格付与に関する事例

住
民
基
本
台
帳
と
住
民
票
コ
ー
ド

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す

住
基
ネ
ッ
ト
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

十日町市�

県内の他市町村�

新潟県�
指定情報�
処理機関�

国の行政�
機関ほか�

法律で定めた事務に限定し、�
本人確認情報を提供�

本人確認情報�

本人確認情報�

本人確認情報�

住民基本台帳ネットワークの概要�

※本人確認情報＝1氏名2住所3生年月日4性別�
5住民票コード6変更情報（変更年月日・理由)

各
種
サ
ー
ビ
ス
の
実
施�

総務省

国家公務員共済組

合連合会、地方公

務員共済組合など

厚生労働省

人事院など

都道府県知事

◆恩給などの支給

◆共済年金の支給

◆戦傷病者遺族に係る遺族

年金などの支給

◆業務災害・通勤災害に関

する保険給付

◆休職者給付などの支給

◆公務災害・通勤災害に対

する補償

◆児童扶養手当の支給

総務省

国土交通省

国土交通省または

都道府県知事

都道府県知事

市町村の選挙管理

委員会など

◆無線局の免許

◆不動産鑑定士の登録

◆第一旅客業の登録

◆建築業の許可

◆宅地建物取引業の免許

◆建築士の免許

◆一般旅券の記載事項等の　

訂正など

◆宅地建物取引主任者資格

の登録

◆同一都道府県の区域内に住

所を移した者の当該都道府

県の選挙の選挙権の確認

問合せ
市民生活課市民係
（157-3111
内線153）

住民基本台帳ネットワークシステムが８月から全国で一斉に始まります。これにより全国

の市区町村が管理している住民登録システムが全国的なネットワークに接続され、電子政

府・電子自治体の基礎が作られることになります。全国どこでも本人確認ができるようにな

ることから、将来は行政機関への申請などが今よりも簡単になります。

担
当
者
に
対
し
て
、
秘
密
保
守
義
務
、

不
正
利
用
時
の
処
分
な
ど
厳
し
い
義
務

を
課
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
委
託
業
者

が
秘
密
を
漏
ら
し
た
と
き
も
同
様
で
す
。

技
術
面
か
ら
の
対
策

1
外
部
か
ら
の
不
正
侵
入
を
防
ぐ
た
め
、

専
用
回
線
の
使
用
、
通
信
デ
ー
タ
の
暗

号
化
、
侵
入
検
知
装
置
の
設
置
な
ど
を

行
い
ま
す
。

運
用
面
か
ら
の
対
策

1
住
基
ネ
ッ
ト
操
作
者
の
目
的
外
利
用
を

防
ぐ
た
め
、
操
作
者
用
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
や

パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
情
報
を
管
理
し

ま
す
。

2
転
入
転
出
の
特
例
な
ど
の
際
に
、
市
町

村
間
で
続
柄
・
戸
籍
な
ど
の
表
示
も
送

信
さ
れ
ま
す
が
、
都
道
府
県
や
指
定
情

報
処
理
期
間
に
保
有
さ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
講
座

住民基本台帳ネットワークシステムを運用するため、
８月に住民票コードを皆さんに通知します。
十日町市では８月に、皆さん一人ひとりの住民票コードを、開封式のはが

きによって、世帯ごとにお知らせします。届いたはがきは、捨てたりしない

よう、大切に保管しておいてください。

住基ネットを利用できる事務一覧（抜粋）

国の行政機関など 事 務 内 容 国の行政機関など 事 務 内 容



第
２
期
介
護
保
険
事
業
計
画
で
は
、
15

年
度
か
ら
19
年
度
ま
で
の
５
年
間
の
事
業

計
画
を
定
め
ま
す
。
計
画
で
は
、
介
護
に

か
か
る
総
費
用
額
を
見
込
み
、
15
年
度
か

ら
17
年
度
の
３
年
間
の
介
護
保
険
料
の
総

額
を
決
定
し
ま
す
。

策
定
に
あ
た
っ
て
の
基
本
課
題
は
次
の

３
点
で
す
。

①
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
実
績
と
、
利
用

者
数
の
推
移
か
ら
の
事
業
見
直
し

②
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
将
来
推
計
と
、
施
設

整
備
の
あ
り
方

③
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
の
見
込
み

と
、
地
域
特
性
を
把
握
し
た
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
あ
り
方

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

利
用
対
象
で
あ
る
高
齢
者
の
意
向
調
査
を

実
施
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
な
ど
に
つ

い
て
高
齢
者
の
声
を
反
映
さ
せ
ま
す
。
ま

た
、
介
護
保
険
の
重
要
な
位
置
を
占
め
る

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
た
め
、
可

能
な
限
り
在
宅
で
日
常
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
施
策
を
盛
り
込
み
ま
す
。

介
護
保
険
運
営
協
議
会
で
検
討
審
議
を

し
て
い
ま
す
。
協
議
会
は
一
般
公
募
の
４

人
を
含
む
10
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
あ

り
方
や
健
全
運
営
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民

の
意
向
調
査
な
ど
を
基
本
に
、
今
年
12
月

を
め
ど
に
策
定
し
ま
す
。

短
期
入
所
や
通
所
介
護
を
希
望
す
る
人

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
施
設
サ

ー
ビ
ス
利
用
に
関
す
る
要
望
も
た
く
さ
ん

あ
り
、
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
、
社
会

福
祉
法
人
な
ど
と
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
５
月
、
下
条
地
区
に
痴
ほ
う
対
応

型
共
同
生
活
介
護
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

が
新
た
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
15
年
に
は

四
日
町
地
内
に
通
所
生
活
介
護
や
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
な
ど
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

事
業
発
足
当
時
の
12
年
６
月
と
14
年
２

月
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
を
比
較
す
る

と
、
金
額
で
約
３
、
０
０
０
万
円
（
率
に

し
て
23
％
）
上
昇
し
、
支
払
額
は
約
１
億

７
、
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
計
画
が
ま
と
ま
り
次
第
、
各
地
区

単
位
で
第
２
期
事
業
計
画
の
説
明
会
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。

一
か
月
平
均
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
人
数
と

費
用
額
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
別
利
用

状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

施
設
サ
ー
ビ
ス
は
在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
比

べ
、
利
用
者
一
人
あ
た
り
の
費
用
額
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
在
宅
サ
ー
ビ

ス
で
は
、
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

や
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
、
訪
問
介
護
が
多

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

在
宅
よ
り
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る

傾
向
が
続
い
て
お
り
、
ど
の
施
設
で
も
入

所
待
機
者
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
の
財
源
は
、
皆
さ
ん
の
保
険

料
と
市
や
国
・
県
の
負
担
金
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
充

実
し
、利
用
者
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

必
要
と
な
る
介
護
保
険
の
費
用
は
増
え
て

い
き
ま
す
。

十
日
町
市
の
場
合
、
費
用
の
中
で
65
歳

以
上
の
人
が
納
め
る
保
険
料
（
第
１
号
保

険
料
）
の
割
合
は
、
全
体
の
約
16
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。

14
年
度
の
保
険
料
額
は
、
13
年
中
の
皆

さ
ん
の
所
得
や
世
帯
の
市
民
税
課
税
状
況

に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
年
間
の
金
額
は

所
得
段
階
や
課
税
状
況
に
よ
り
５
段
階
に

分
か
れ
ま
す
。（
１
回
に
納
め
る
保
険
料
額

は
個
人
ご
と
に
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

個
人
ご
と
の
保
険
料
額
は
、
納
付
書
や

口
座
振
替
を
利
用
（
普
通
徴
収
）
す
る
人

に
は
７
月
15
日
付
け
の
納
入
通
知
書
で
通

知
し
て
い
ま
す
が
、年
金
か
ら
天
引
き（
特

別
徴
収
）
の
人
に
は
８
月
上
旬
に
通
知
す

る
予
定
で
す
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
65
歳
に
な
っ
た
人
は
、
４
月
〜
９

月
は
納
付
書
納
付
、
10
月
〜
３
月
は
年
金

天
引
き
に
な
り
ま
す
。
（
一
部
例
外
も
あ

り
ま
す
）

年
金
の
現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
た
り
支

払
年
金
額
が
不
足
し
た
り
す
る
と
、
年
金

か
ら
天
引
き
で
き
な
く
な
り
、
年
金
天
引

き
か
ら
納
付
書
納
付
に
変
わ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
年
金
の
現
況
届
は
、
提
出
期
限

ま
で
に
忘
れ
ず
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

昨
年
ま
で
の
保
険
料
軽
減
の
特
別
対
策

が
終
わ
り
、
今
年
か
ら
は
満
額
納
付
と
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
１
回
の
保
険
料
額

も
増
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
保

険
料
が
介
護
保
険
の
費
用
の
一
部
に
な
り

ま
す
の
で
、
保
険
料
の
納
期
限
内
納
付
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
保
険
料
の
納

期
限
内
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
介
護
保

険
係
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

5 平成14年7月25日号 4

十日町市の介護保険十日町市の介護保険

通所介護�
　34.7％�

福祉用具貸与4.2％�

短期入所短期入所�
21.321.3％�

訪問介護訪問介護�
19.019.0％�

短期入所�
21.3％�

訪問介護�
19.0％�

通所リハビリテーション8.8％�

その他2.2％�

訪問看護5.1％�

訪問入浴�
4.7％�

第１号�
保険料�
16％�

第２号第２号�
保険料保険料�
3333％�

国負担金国負担金�
12.512.5％�

第２号�
保険料�
33％�

市負担金�
12.5％�

国負担金�
12.5％�

国負担金�
26％�

12,000

14,000

16,000

18,000

14,509 14,604

15,712

16,586
16,287

17,113

15,901

15,06114,975

14,152
13,885

給付費支払状況� （単位：万円）�

12年�
6月�

10月�12月�13年�
2月�

8月� 4月�6月�8月�10月�12月�14年�
2月�

平
成
12
年
か
ら
始
ま
っ
た
介
護
保
険
の
、
13
年
度
の
サ
ー
ビ
ス
実
績
と

14
年
度
の
保
険
料
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

や
さ
し
さ
　
ふ
れ
あ
い
　
か
い
ご
ほ
け
ん

13
年
度
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

14
年
度
の
介
護
保
険
料

計
画
策
定

策
定
に
あ
た
っ
て

現
在
の
利
用
状
況

現
在
の
整
備
状
況

給
付
費
の
状
況

説
明
会
の
実
施

◆問合せ◆
介護保険課介護保険係

157－3111
（内線161）

第
２
期
介
護
保
険

事
業
計
画
を
策
定
し
ま
す

介
護
保
険
事
業
は
、
第
１
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
平
成
12

年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
３
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と
、
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
や
そ

の
家
族
が
安
心
し
て
利
用
し
任
せ
ら
れ
る
介
護
を
目
指
し
、
市
・
事
業

者
が
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

第
２
期
介
護
保
険

事
業
計
画
を
策
定
し
ま
す

介護保険事業の利用者人数・費用額 （月平均）

利 用 人 数
（人）

構　成　費
（％）

費 用 総 額
（千円）

構　成　費
（％）

一人あたりの

費用額（円）

在　宅

649

65.1

58,551

34.0

90,345

施　設

348

34.9

113,436

66.0

324,104

合　計

997

100.0

171,987

100.0

保険料率所得
段階

保　険　料　段　階介護認定者の状況（３月末現在）

年間保険料額

１

２

３

４

５

対　　　象　　　者

生活保護や老齢福祉年金などの受給者
で本人及び世帯全員が市民税非課税

本人及び世帯全員が市民税非課税

世帯内に市民税課税者がいるが、
本人は市民税非課税

本人が市民税課税で、合計所得金
額が250万円未満

本人が市民税課税で、合計所得金
額が250万円以上

基準額×0.5

基準額×0.75

基準額

基準額×1.25

基準額×1.5

16,800円

25,200円

33,600円

42,000円

50,400円

要介護度

要 支 援

要 介 護 １

要 介 護 ２

要 介 護 ３

要 介 護 ４

要 介 護 ５

人　数

１１１人

３４６人

２６４人

１８２人

１９９人

１９６人

在宅サービスの種類別利用状況

保険料の財源内訳
計
画
の
策
定
者



基
幹
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

高
齢
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
や
痴
ほ
う
予

防
な
ど
の
各
種
教
室
、
地
域
型
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
で
行
う
介
護
予
防
事
業
を

調
整
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
窓
口
は
市
役
所

介
護
保
険
課
お
と
し
よ
り
相
談
係
で
す
。

寝
た
き
り
の
原
因
は
、
脳
血
管
疾
患
・

痴
ほ
う
・
骨
折
関
節
疾
患
が
全
体
の
７
割

を
占
め
て
お
り
、
そ
の
予
防
事
業
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
皆
さ
ん
が
よ
り

よ
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
た
め

に
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
所
の
研

修
会
や
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
や
そ
の
家
族
が
在
宅
で
安
心
し

て
過
ご
す
た
め
に
地
域
型
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
市
内
４
か
所
に

設
置
さ
れ
、
24
時
間
体
制
で
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

地
域
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
痴
ほ
う
相
談
」
や
「
個
別
相
談
」、
介
護

者
同
士
が
交
流
し
た
り
研
修
し
た
り
す
る

「
介
護
教
室
・
家
族
交
流
会
」、
元
気
な
人

の
た
め
の
「
転
倒
予
防
教
室
」
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の
相
談
件
数
は
、

延
べ
７
、
６
０
０
件
に
も
上
り
、
大
勢
の

人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

地
域
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
皆

さ
ん
の
一
番
身
近
に
あ
り
ま
す
。
い
つ
で

も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
（
相
談

無
料
、
秘
密
厳
守
、
電
話
・
訪
問
可
）

市
で
は
現
在
、
全
体
の
４
人
に
１
人
が

65
歳
以
上
で
す
。
そ
の
う
ち
約
４
分
の
１

が
高
齢
者
の
み
の
世
帯
と
単
身
世
帯
で
す
。

こ
う
し
た
高
齢
化
社
会
で
、
ま
す
ま
す

元
気
に
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
す
る
た

め
に
、
市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
し
て

い
ま
す
。

7 平成14年7月25日号 6

基
幹
型
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
？

地
域
型
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
？

今
年
４
月
、
基
幹
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
市
役
所
内
に
新
設
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
地
域
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
と
合
わ
せ
て
、
更
な

る
在
宅
介
護
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
！

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

十
日
町
市
の
現
状

介護保険が始まり、在宅介護支援センターの

役割も大きく変わりました。「高齢者が、できる

限り介護状態に陥ることなく、健康で生き生き

した自立生活を送れるよう支援する」という重

要な役割を担っています。しかし、実際に介護

が必要な状態になってから相談するケースがほ

とんどで、まず予防が必要であることをつくづ

く感じさせられます。

介護者交流事業や転倒骨折予防教室を通じて

ＰＲを行い、予防に努めていますが、健康な高

齢者にとって「介護」は、自分のこととして考

えられない人が多いようです。「介護」は決して

特別なことではありません。予防することで痴

ほうや寝たきりを防ぐことができます。

支援センターは、高

齢者が元気で長生きす

るための応援団です。

何でもご相談ください。

元気・長生きの応援団
やまびこ在宅介護支援センター

久保田茂夫さん

三好園

下条中央通
（三好園内）

北　原
（中条病院内）

寿　町
（やまびこ内）

幸　町
（妻有荘内）

きたはら やまびこ つまりの里名称

住所

担当者 宮　内

56-2134

和　田

52-7026

久保田

50-1516

村　山

58-2243連絡先

地域型在宅介護支援センター

基幹型在宅介護支援センターとおかまち
（十日町市役所内）

157-3111内線145窓口6番

満
１
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
〜
　
　

満
３
歳
の
誕
生
月
の
末
日
ま
で

満
１
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
〜

６
歳
に
達
し
た
後
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
　

医
療
費
の
助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、

市
が
発
行
す
る
受
給
者
証
を
持
っ
て
い
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
通
院
の
年
齢
に

該
当
す
る
幼
児
は
、
あ
ら
か
じ
め
こ
の
受

給
者
証
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

満
１
歳
の
誕
生
月
を
迎
え
た
幼
児
の
保

護
者
や
、
ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
通
院
の

対
象
年
齢
の
幼
児
を
お
持
ち
の
保
護
者

は
、
健
康
福
祉
課
７
番
窓
口
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
所
得
状
況
な
ど
を
確
認
し
、

資
格
が
認
め
ら
れ
れ
ば
受
給
者
証
を
発
行

し
ま
す
。

な
お
、
満
３
歳
を
過
ぎ
て
い
て
、
入
院

だ
け
が
助
成
対
象
に
な
る
幼
児
に
つ
い
て

は
、
入
院
し
た
と
き
に
申
請
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

■
保
険
証

■
印
鑑

す
で
に
申
請
し
受
給
者
証
を
お
持
ち
の

人
は
、
今
年
か
ら
は
申
請
に
お
い
で
い
た

だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
給
期
間
は
８
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て

お
り
、
９
月
１
日
に
は
受
給
者
証
が
更
新

さ
れ
ま
す
が
、
申
請
時
に
お
出
し
い
た
だ

い
た
同
意
書
に
基
づ
い
て
市
で
所
得
を
確

認
し
、
資
格
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
８
月

後
半
ま
で
に
新
し
い
受
給
者
証
を
郵
送
し

ま
す
。

な
お
、
勤
め
先
な
ど
が
変
わ
っ
て
、
加

入
し
て
い
る
保
険
が
変
更
に
な
っ
た
場
合

に
は
、
届
出
が
必
要
で
す
。

医
療
費
助
成
を
受
け
る
た
め
の
基
準
と

し
て
、
受
給
申
請
者
の
所
得
制
限
額
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
額
は
、
児
童
手

当
特
例
給
付
の
所
得
制
限
限
度
額
を
適
用

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
健
康
福
祉
課

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

受
給
者
証
に
よ
っ
て
受
診
し
た
場
合
、

保
護
者
が
支
払
う
一
部
負
担
金
の
額
は
、

通
院
は
月
の
初
回
か
ら
４
回
目
ま
で
は
受

診
日
ご
と
に
５
３
０
円
、
５
回
目
以
降
は

一
部
負
担
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
入
院
は

１
日
に
つ
き
１
、
２
０
０
円
で
す
。

健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
（
1
57
│
３

１
１
１
内
線
１
４
１
）

◆
問
合
せ

◆
保
護
者
の
一
部
負
担
金

◆
所
得
制
限

◆
対
象
年
齢

◆
助
成
を
受
け
る
た
め
に
は

◆
持
参
す
る
も
の

◆
再
申
請
は
不
要
で
す

十
日
町
市
で
は
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境
づ
く
り
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
幼
児
が
受
診
し
た
場
合
の
保
険
診
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

助
成
は
、
１
歳
か
ら
６
歳
の
就
学
前
幼
児
の
入
院
の
ほ
か
に
、
昨
年
９
月

か
ら
は
、
１
歳
か
ら
３
歳
未
満
の
幼
児
の
通
院
も
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、
お
子
さ
ん
が
満
１
歳
の
誕
生
月
に
な
っ
た
ら
、
市

窓
口
に
申
請
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
１
歳
の
誕
生
月
を
過
ぎ
て
い
て
、

ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
人
は
、
早
め
に
手
続
き
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
す
で

に
申
請
し
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
人
は
再
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

通
院

入
院



協議に向けた協議に向けた�

体制づくり体制づくり�
協議に向けた�

体制づくり�

　関係市町村の
日常社会生活の

状況や行政制度
の違いなどを明

らかに

し、合併に向け
た検討を進めて

いく際の基礎資
料の作成を行い

ます。�

　合併への本格
的な協議に向け

た事前

準備が行われ、
研修会や行政制

度の把

握などに取り組
んでいきます。

�

現況の把握�

　歴史的沿革、
人口などの状況

、地勢など�

社会生活の状況
把握�

　通勤・通学圏
、医療圏など�

行政制度の状況
把握�

　◆行政組織�

　　市町村行政
組織機構、行�

　　政委員会、
事務の共同処�

　　理の状況な
ど�

　◆行政水準�

　　財政の状況
、公共施設の�

　　整備など�

　◆行政サービ
ス�

　　市町村税率
、使用料、手�

　　数料、福祉
施策など�

　十日町圏域に
ついては「十日

町

広域圏六市町村
合併問題研究懇

談

会」を４月30日
に設置しました

。�

　懇談会は首長
と議員代表で構

成

し、座長は中里
村長（事務局・

中

里村）が務めて
います。�

在の�

　取り組み�現�

基礎的資料の収
集・分析�

協議会での本格的協議協議会での本格的協議�協議会での本格的協議�
任意または法定の協議会を作ります。�

合併後の市町村のあり方について議論を行います。�

　市町村建設計画とは、合併後の市町村が進むべき方向や、そ

れに基づく具体的なハード・ソフト両面の事業計画を定めるも

のです。一般的には、この市町村建設計画の案となる将来構想

（いわゆる合併ビジョン）が作成され、これにより合併後の全�

　　　　　体像がえがかれます。�

　市町村合併は、地域の将

来にかかわる重要な問題で

す。市民一人ひとりの声を

反映させていくために、住

民説明会の開催やアンケー

ト調査、広報紙での情報提

供などの取り組みを行って

いきます。�

　また、住民参加を促すた

め、合併協議会の会議を公

開し傍聴できるようにして

いる例もあります。�

　みなさんも積極的に参加

し、いっしょに�

考えましょう。�

法定合併協議会�

任意合併協議会�

民参加が�
　　大切�住�

資
料
収
集
内
容�

　関係市町村の全部または一部が合併に向けて本格的な検討を行

おうという合意がなされると、法に基づかない任意の協議会を設

置し、合併に向けた実質的な協議を行うことになります。�

　一般的には、協議会の委員は市町村長、議会議員及び学識経験

者（市民の中から選出）で構成されます。そのほか必要に応じ、

具体的な検討を行うための専門部会や分科会など下部組織が設置

されます。�

　関係市町村は、議会の議決を経て協議会を設置し、合併に向

けた最終調整を行います。この協議会は、合併後のまちづくり

の基本方針となる市町村建設計画を作成します。�

　構成員は、任意合併協議会の構成とほぼ同様となっています。�

合併ビジョンと市町村建設計画�

　
市
町
村
合
併
を
行
う
ま
で
に
は
、
関
係

す
る
市
町
村
が
集
ま
り
十
分
に
話
し
合
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
市
町
村
合
併
の
検
討
を
始
め
て

か
ら
合
併
に
至
る
ま
で
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
協
議
や
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。�

　
今
回
は
、
一
般
的
な
例
と
し
て
、
全
体

の
流
れ
を
説
明
し
ま
す
。�

　県では、
合併協議会

などを設け
具

体的な協議
が進められ

ている地域
を

「合併重点
支援地域」

に指定し、
国

の合併支援
プランの活

用や県単独
の

公共事業の
優先実施、

重点的広報
な

どにより、
地域での合

併に向けた
取

り組みを支
援していま

す。�

合意形成・
合併手続き

�
合意形成・

合併手続き
�

　協議事項
について合

意されると
、正式な合

併の手続き
や合併に向

けた具体的
な準備作業

を行います
。�

　法定協議
会で行って

きた協

議の内容に
ついて、合

併協定

書としてま
とめ、最終

的な確

認を行い、
最終判断を

各関係

市町村議会
にゆだねま

す。�

１．関係市
町村議会で

の議決�

�　　　▼
�

２．県知事
への申請�

�　　　▼
�

３．県議会
での議決�

�　　　▼
�

４．県知事
による決定

�

�　　　▼
�

５．県知事
から総務大

臣への届出
�

�　　　▼
�

６．総務大
臣告示（効

力発生）�

　新市が行
政サービス

を

円滑に行う
ため、関係

条

例改正や予
算編成、制

度

統一に伴う
電算システ

ム

の変更など
合併までの

間

にさまざま
な準備が必

要

となります
。�

併重点�

　支援地域
�合�

合併協定書
の作成、調

印�
合併の法手続

（市町村の廃
置分合）�

合併に向け
た準備�

合　併合　併�合　併�
　新市としてのまちづくりがスタート�
します。�
　合併後のまちづくりにあたっては、国・�
県から多くの財政支援があり、合併直後の臨時的な経費の増加や新

市の速やかな一体性の確保に向けた配慮がなされます。�
十日町広域圏６市町村が合併した場合の主な財政支援�

�国の合併市町村補助金��県の特別交付金��まちづくりのための建設事業に対する財政措置（合併特例債）�

�

�合併直後の臨時的経費に対する財政措置（普通交付税）�

�　　　　　　　　　��新たな特別交付税措置�

�
６億円�
25億円�

�事業費　約354億円�

�約９億7,000万円�
�約９億円�
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合
併

市
町
村
合
併
ま
で
の
道
の
り

企画人事課新行政推進係
●問合せ●

157‐3111（内線217）
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勾
まが

玉
たま

づくり
あなただけのすてきな

アクセサリーを作ろう！

古代人の気分が味わえるよ。

（小学生対象、参加費1,000円。

事前に博物館に申し込んでく

ださい）

昔の遊びをしよう
メンコやビー玉、お手玉など

懐かしい遊びがいっぱい！

親子での参加大歓迎。

収蔵庫公開
普段は見ることのできない博物

館の裏側をのぞいちゃおう！

◆申込み・問合せ

十日町市博物館（西本町１）

1 5 7 - 5 5 3 1

多くの皆さんからより親しんでいただくため、博物館を終日無料公開します。

夏休みの一日を博物館で過ごしませんか。子どもの自由研究テーマの発見にも最適です。

一
般
事
務
　
　
３
人

1
地
場
産
業
振
興
事
業

1
呉
服
関
連
情
報
の
地
域
内
企
業
な
ど
　

へ
の
提
供
2
特
産
品
の
宣
伝
と
販
路
開
　

拓
3
地
域
内
の
企
業
経
営
者
の
た
め
の

人
材
養
成
4
伝
統
工
芸
の
織
・
染
織
技

術
を
応
用
し
た
新
商
品
開
発
5
染
織
技

術
者
の
育
成
6
テ
キ
ス
タ
イ
ル
を
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
で
き
る
人
材
の
育
成
7
地
場

産
品
普
及
の
た
め
の
、
展
示
・
販
売
・

実
演
8
イ
ベ
ン
ト
・
会
議
・
宴
会
な
ど

の
各
種
催
事
へ
の
貸
館
な
ど

2
十
日
町
ス
テ
ー
ジ
運
営
業
務

1
温
泉
の
運
営
（
受
付
・
総
務
・
施
設

管
理
）
2
楽
市
楽
座
の
運
営
（
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
「
市
」
の
企
画
・
　

運
営
）
3
き
も
の
歴
史
館
の
運
営
（
受

付
・
展
示
企
画
な
ど
）
4
織
工
房
館
の

運
営
（
染
・
織
体
験
の
企
画
、
運
営
）

5
和
装
工
芸
館
の
運
営
な
ど

※
1
地
場
産
業
振
興
事
業
、
2
十
日
町
ス

テ
ー
ジ
運
営
業
務
の
ど
ち
ら
を
担
当
す
る

か
は
採
用
後
決
定
し
ま
す
。

年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
。
土
日
祝

祭
日
を
含
む
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
。
休

日
＝
年
１
０
５
日

当
財
団
規
程
に
よ
る
。

高
校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
普
通

免
許
の
取
得
者
で
、
14
年
４
月
１
日
現
在

20
歳
以
上
50
歳
以
下
の
者
。

た
だ
し
、
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者
、

も
し
く
は
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐

人
（
準
禁
治
産
者
を
含
む
）
は
受
験
で
き

ま
せ
ん
。

1
第
１
次
試
験

■
期
日
＝
９
月
１
日
a
■
会
場
＝
ク
ロ
ス

10
■
内
容
＝
筆
記
試
験（
一
般
教
養
）・
作
文

2
第
２
次
試
験（
１
次
試
験
合
格
者
の
み
）

■
期
日
＝
９
月
10
日
c
■
会
場
＝
ク
ロ
ス

10
■
内
容
＝
面
接
試
験

■
提
出
書
類
＝
1
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

2
卒
業
証
明
書
3
返
信
用
封
筒
（
80
円
切

手
貼
付
・
あ
て
先
明
記
）
■
受
付
＝
８
月

23
日
f
ま
で
に
7
十
日
町
地
域
地
場
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
総
務
課
に
必
要
書
類
を
提

出
。
郵
送
の
場
合
は
封
筒
に
「
職
員
採
用

係
」
と
明
記
す
る
こ
と
（
８
月
23
日
f
消

印
有
効
）

〒
９
４
８
│
０
０
０
３
本
町
６
7
十
日
町

地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
総
務
課

小
林
（
1
57
│
２
３
２
３
）

越
後
妻
有
交
流
館（
仮
称
）開
館
に
伴
う

ク
ロ
ス
　
職
員
募
集

10

職
種
・
採
用
予
定
人
数

業
務
内
容

受
験
資
格

試
験
日
・
会
場

受
験
申
込
み
・
受
付

給
与
・
諸
手
当

勤
務
体
制
・
休
日

問
合
せ
・
申
込
先

77
十
日
町
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
ク
ロ
ス
10
）
で
は
、
平

成
15
年
度
か
ら
の
十
日
町
ス
テ
ー
ジ
「
越
後
妻
有
交
流
館
（
仮
称
）
」

の
運
営
業
務
受
託
に
伴
い
、14
年
10
月
１
日
採
用
職
員
を
募
集
中
で
す
。

情報館の扉をあけて心の冒険にでかけよう
夏休みがやってきました。期間中、子どもたちは学校から離れ、さまざまな体験や新た

な知識を身につけることでしょう。そんなときにおすすめしたいのが、十日町情報館です。

この夏あなたは情報館の扉を開けて、どんな心の冒険にでかけますか。

十日町情報館には、児童向け図書が約20,000冊、大人

向けなども含めると約92,000冊の図書があります。その

ほかにもビデオテープ約2,700本、ＣD約1,700枚が取り

そろえてあります。世界の情報を探るインターネット体

験コーナーやＡＶブースも気軽に利用できます。

私
た
ち
は
読
書
を
通
じ
て
、
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
多
く
の
人
々
に
出
会
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
読
書
は
私
た
ち
の
世
界
観

を
広
げ
、
生
き
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ

を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

と
り
わ
け
子
ど
も
た
ち
は
、
幼
児
期

か
ら
良
い
本
と
出
会
う
こ
と
で
、
自
然

と
本
を
読
む
よ
う
に
な
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
家
庭
で
良
質
の
本

を
た
く
さ
ん
用
意
す
る
の
は
難
し
い
こ

と
で
す
。
そ
こ
で
、
子
ど
も
の
興
味
と

読
む
力
に
あ
っ
た
本
を
情
報
館
で
見
つ

け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

情
報
館
に
は
図
画
工
作
、
科
学
実
験
、

自
然
観
察
な
ど
夏
休
み
の
課
題
に
役
立

つ
本
や
ビ
デ
オ
も
あ
り
ま
す
。
早
め
に

計
画
を
立
て
、
情
報
を
集
め
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
夏
、
快
適
な
情

報
館
で
、
親
子
い
っ
し
ょ
に
読
書
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

７
月
か
ら
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
の

求
人
情
報
が
公
民
館
本
館
や
各
地
区
公
民

館
、
十
日
町
情
報
館
に
配
布
さ
れ
て
い
ま

す
。
求
人
情
報
は
、
毎
週
新
し
い
情
報
に

更
新
さ
れ
る
の
で
、
常
に
管
内
の
最
新
の

情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
求
人
情
報

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て

い
ま
す
。
日
本
全
国
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

求
人
情
報
を
簡
単
に
検
索
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
同
様
の
求
人
情
報
は
、
し
ご
と

情
報
ネ
ッ
ト
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
　
Ｕ
Ｒ
Ｌ
＝h

ttp
://

w
w
w
.h
e
llo
w
o
rk
.g
o
.jp
/

■
し
ご
と
情
報
ネ
ッ
ト
　
Ｕ
Ｒ
Ｌ
＝

h
ttp
://w

w
w
.jo
b
-n
e
t.jp
/

求
人
情
報
を

手
軽
に
検
索

で
き
ま
す
。



３
年
間
の
任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員

会
委
員
の
立
候
補
届
け
が
６
月
30
日
a
に

行
わ
れ
、
各
選
挙
区
と
も
立
候
補
者
が
委

員
定
数
と
同
数
で
、
無
投
票
と
な
り
ま
し

た
。こ

の
た
め
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

７
月
７
日
a
に
選
挙
会
を
開
き
、
左
記
の

20
人
の
当
選
を
確
定
し
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
は
、
選
挙
選
出
に
よ
る
20

人
と
市
長
が
選
任
す
る
５
人
の
合
計
25
人

の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
委
員

の
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
７
月
22
日
b
の
総
会
で
、
会
長

に
阿
部
三
代
継
さ
ん
、
会
長
職
務
代
理
に

佐
藤
雄
一
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

◆
農
地
の
権
利
移
動
や
農
地
転
用
の
許

可
・
審
査

◆
認
定
農
業
者
な
ど
へ
の
農
地
利
用
集
積
、

経
営
改
善
支
援

◆
農
業
者
年
金
の
加
入
と
受
給
手
続
き
の

お
手
伝
い

◆
農
業
者
の
相
談
受
付
な
ど

上
村
修
二
さ
ん
は
、
昭
和
40
年
に

十
日
町
地
区
交
通
安
全
協
会
土
市
支

部
役
員
に
な
ら
れ
て
以
来
、37
年
間
、

地
域
の
交
通
安
全
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

48
年
か
ら
土
市
支
部
長
、
60
年
か

ら
は
水
沢
地
区
交
通
安
全
自
治
会
長

も
務
め
て
い
ま
す
。
平
成
元
年
に
は

地
区
交
通
安
全
協
会
理
事
、
７
年
か

ら
は
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員

に
も
就
任
し
て
い
ま
す
。

協
会
や
自
治
会
の
組
織
力
を
用

い
、
児
童
・
生
徒
の
登
下
校
時
に
は

欠
か
さ
ず
街
頭
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
毎
年
、
地
区
で
運
転
者

講
習
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
交
通
安

全
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。
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作
品
制
作
本
格
稼
動
開
始

〜
　
中

里

村
　
〜

31

第２回
大地の芸術祭

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

農
業
委
員
の
主
な
仕
事

新農業委員決定新農業委員決定新農業委員決定新農業委員決定新農業委員決定新農業委員決定新農業委員決定新農業委員決定新農業委員決定新農業委員決定新農業委員決定新農業委員決定新農業委員決定新農業委員決定新農業委員決定新農業委員決定新農業委員決定新農業委員決定新農業委員決定新農業委員決定新農業委員決定新農業委員決定新農業委員決定新農業委員決定新農業委員決定新農業委員決定新農業委員決定新農業委員決定新農業委員決定新農業委員決定新農業委員決定新農業委員決定新農業委員決定

～農地のことなら

何でもご相談ください～

◆問合せ◆

農業委員会事務局

157-3111内線231

新農業委員の皆さん
（任期：平成14年７月20日～17年７月19日）

来
年
開
催
さ
れ
る
第
２
回
大
地
の

芸
術
祭
に
向
け
て
、
作
品
制
作
や
住

民
説
明
会
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

重
じ
ゅ
う

地じ

集
落
で
は
、
公
募
の
当
選
作

家
、
山
田
良
・
綾
子
夫
妻
が
住
民
と

協
力
し
な
が
ら
材
料
集
め
を
始
め
て

い
ま
す
。
作
品
「
Ｎ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
、
Ｎ

ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
」
は
、
道
路
脇
の
ポ
ケ

ッ
ト
パ
ー
ク
に
色
の
つ
い
た
格
子
を

敷
き
、
草
花
の
伸
び
る
状
況
に
よ
っ

て
四
季
の
変
化
を
際
立
た
せ
よ
う
と

い
う
作
品
で
す
。
３
月
に
は
住
民
や

子
ど
も
た
ち
を
交
え
て
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
く
な
ど
、
頻
繁
に
現
地
を

訪
れ
て
交
流
を

重
ね
て
い

ま
す
。

倉
俣
集
落
で
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
２
人
組
、
カ
サ
グ
ラ
ン
デ
＆
リ
ン

タ
ー
ラ
が
釜
川
橋
の
近
く
に
自
然
・

農
業
・
工
業
を
テ
ー
マ
に
公
園
を
作

る
予
定
で
地
元
説
明
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。

前
回
、
十
日
町
市
で
作
品
展
開
し

た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
作
家
、ア
ン
・

グ
ラ
ハ
ム
さ
ん
（
現
、
ニ
ュ
ー
キ
ャ

ッ
ス
ル
大
学
美
術
学
部
長
）
の
作
品

は
、
田
代
集
落
の
七
ツ
釜
に
設
置
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
七
ツ
釜
の
大

蛇
伝
説
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
虹
色
の

へ
び
が
世
界
を
作
っ
た
と
い
う
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民
の
伝
説
を
モ
ザ

イ
ク
タ
イ
ル
で
再
現
し
ま
す
。
６
月

に
作
品
説
明
会
を
行
い
、
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
に
制
作
へ
の
参
加
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

多
く
の
作
品
が
、
今
年
の
夏
か
ら

徐
々
に
姿
を
現
し
始
め
ま
す
。

〈イメージ図〉

〈イメージ図〉

わがまち再発見　十日町市施設見学会わがまち再発見　十日町市施設見学会わがまち再発見　十日町市施設見学会わがまち再発見　十日町市施設見学会わがまち再発見　十日町市施設見学会わがまち再発見　十日町市施設見学会わがまち再発見　十日町市施設見学会わがまち再発見　十日町市施設見学会わがまち再発見　十日町市施設見学会わがまち再発見　十日町市施設見学会わがまち再発見　十日町市施設見学会わがまち再発見　十日町市施設見学会わがまち再発見　十日町市施設見学会わがまち再発見　十日町市施設見学会わがまち再発見　十日町市施設見学会わがまち再発見　十日町市施設見学会わがまち再発見　十日町市施設見学会

環境のまちコース８/21（水）
午前

８/21（水）
午後

介護保険への理解を深めましょう

市役所１階ホール集合（午後１時） → ケア

ハウスみよし台 → きたはら → やまびこ

→ 市役所着（午後３時45分予定）

■参 加 費 各コース300円（当日徴収、保険料を含む）

■定　　員　各コース50人※それぞれ申込者が少ない場合は中止します

■交通手段 市マイクロバス

■申込み・問合せ ８月19日bまでに

企画人事課広報広聴係（157-3111内線214）へ

介護のまちコース

ごみ処理施設を中心に見学します

市役所１階ホール集合（午前９時30分）→

十日町地域衛生施設組合 → 2井上商店 →

㈱十日町砂利 → 市役所着（正午予定）

市内の施設をめぐる見学会を開催します。ごみ処理施設

や介護施設など、わがまちの再発見に出かけませんか。

夏休みの一日、お子さんの自由研究にいかがですか。親

子での参加もお待ちしています。

上村修二さん

（土市第３・64歳）

岩
田
清
吉
さ
ん
は
、
昭
和
40
年
か

ら
50
年
ま
で
の
十
日
町
地
区
交
通
安

全
協
会
中
条
支
部
役
員
を
皮
切
り
に
、

32
年
間
、
地
域
の
交
通
安
全
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

54
年
に
十
日
町
市
非
常
勤
交
通
指

導
員
に
任
命
さ
れ
、
平
成
４
年
か
ら

同
指
導
隊
の
副
隊
長
と
し
て
活
躍
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
８
年
か
ら
は
、

同
協
会
中
条
支
部
長
も
務
め
て
い
ま

す
。こ

の
間
、
後
輩
の
指
導
・
育
成
に

尽
力
す
る
と
と
も
に
、
園
児
、
児

童
・
生
徒
や
高
齢
者
な
ど
交
通
弱
者

の
事
故
防
止
の
た
め
、
朝
夕
の
街
頭

指
導
を
率
先
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

岩田清吉さん

（中条旭町・73歳）

交
通
安
全
対
策
連
絡
協
議
会
長
表
彰

新
潟
県
知
事
表
彰

悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
し
た
い
と
の
一
念
で
、
長
年
に
わ
た
り
交

通
安
全
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
お
２
人
が
、
７
月
11
日
E
に
新
潟
県

庁
で
交
通
安
全
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

交通安全功労者表彰交通安全功労者表彰交通安全功労者表彰交通安全功労者表彰交通安全功労者表彰交通安全功労者表彰交通安全功労者表彰交通安全功労者表彰交通安全功労者表彰交通安全功労者表彰交通安全功労者表彰交通安全功労者表彰交通安全功労者表彰交通安全功労者表彰交通安全功労者表彰交通安全功労者表彰交通安全功労者表彰交通安全功労者表彰交通安全功労者表彰交通安全功労者表彰交通安全功労者表彰交通安全功労者表彰交通安全功労者表彰交通安全功労者表彰交通安全功労者表彰交通安全功労者表彰交通安全功労者表彰交通安全功労者表彰交通安全功労者表彰交通安全功労者表彰交通安全功労者表彰交通安全功労者表彰交通安全功労者表彰
氏　　名（年齢)

南　雲　敏　夫　(59)
高　橋　秀　雄　(70)
庭　野　喜久一　(66)
徳　永　　　昇　(62)

中 村
城之古第１

島
川治下町第３

第１選挙区
（定員４人）
十日町・川治
六 箇 地 区

越　村　敏　郎　(66)
大　嶋　一　吉　(55)
田　村　敬　作　(67)
大　津　　　久　(68)

新 座 第 ３
太 子 堂
中 条 旭 町
魚 之 田 川

第２選挙区

（定員４人）

中条地区

江　村　恒　男　(64)
尾　身　　　保　(54)
太　田　　　享　(70)
佐　藤　雄　一　(53)

中 手
鉢 第 ２
北鐙坂第２
小 泉 第 ３

第３選挙区

（定員４人）

吉田地区

関　　　由　昇　(62)
山　口　昭　一　(60)
山　田　勇　雄　(64)

上新田第２
山 根
下 山

第４選挙区
（定員３人）
下条地区

宮　澤　健　一　(72)
金　澤　秀　和　(51)
富　井　清一郎　(61)
佐　藤　三代治　(60)
南　雲　操　一　(56)

小 黒 沢
太田島第２
珠 川
当 間
安 養 寺

第５選挙区

（定員５人）

水沢地区

阿　部　三代継　(68)
石　澤　正二郎　(77)
庭　野　レイ子　(57)
大　熊　ミチ子　(64)
野　上　ヤ　ウ　(57)

十日町農協
魚沼農業共済組合
市 議 会
市 議 会
市 議 会

市長が選任

す る 委 員

（５人）

住所・推薦団体選　挙　区
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７・８月に開催される各種全国大会に出場する選手

にエールを送ろうと、７月19日fに保健センターで

出場選手壮行会が行われました。この夏、市内からは

小・中学生と高校生の36人が全国大会（６種目・11

大会）に出場します。晴れ舞台での活躍が期待されま

す。

出場種目と選手名・所属は次のとおりです。（敬称略）

▼陸上競技：村山忍、田

川由衣、大海茜、江村友

美、春日芙美子、春日恵、

田川絵梨、小川眞介、河

田達也、池田愛子（以上

十日町高）、岩田大佑、

中林広樹（以上中条小）、

古澤省吾、斎木智裕（以

上鐙島小）▼空手道：丸

山祥之、涌井友子、鈴木

彩加、和田奈緒子、田中

悠里、高橋恵子、関口由

有子、南雲久仁子（以上

十日町高）、児玉有里、

柳友美、涌井舞（以上吉

田中）、丸山弘（吉田小）、桐生真之介（東小）、春日

数紗（吉田小）▼ソフトテニス：藤田勇紀、池田清二

郎（以上十日町総合高）▼柔道：小川眞介、藤ノ木洋

祐（以上十日町高）▼バドミントン：村山善保（十日

町高）▼相撲：関野遼太朗（安田高、十日町中出身）、

橋本拓実（中条小）、村山大洋（下条小）、水落勇希

（水沢小）▼水泳：須藤一毅（中越高、中条中出身）

きものの集いの会第200回例会

７月13日g、きものの集いの会（村山峰子会長）が200回

目の例会を迎え、ホテルベルナティオで記念の「きものフ

ェスティバル」を開催しました。毎月例会を行い、きもの

姿で活動している同会は、17年かけて節目の例会を迎えま

した。当日は講演会や立
りゅう

礼
れい

茶会、日本舞踊や帯手前の実演

などが行われました。会員など約100人の参加者は夏物のき

もので盛夏の記念フェスティバルを楽しんでいました。

金婚・ダイヤモンド婚が145組

７月19日f、十日町市老人クラブ連合会主催の「第36回

長寿大学、金婚・ダイヤモンド婚夫婦慶祝記念式典」が、

市民会館で行われました。29組のご夫婦がダイヤモンド婚

（60周年）を、116組のご夫婦が金婚（50周年）を迎え、お

祝いを受けました。ダイヤモンド婚を代表して大熊喜作さ

ん（上町）と、金婚を代表して開発一郎さん（桑原）が、

喜びとお礼の言葉を述べました。

第６回国際ユースサッカー IN 新潟

７月20日（海の日）、当間多目的グラウンドで第６回国際

ユースサッカー IN 新潟の準決勝など２試合が行われました。

準決勝は、国見高校が４対２でアルビレックス新潟ユース

を下し決勝へ駒を進めました。また５位決定戦では、ペルー

代表Ｕ－18が１対１（ＰＫ４－３）でＰＫ戦の末、ソウル

市選抜Ｕ－18に競り勝ちました。炎天下、約800人の観衆が

見守る中、ワールドクラスの闘いが繰り広げられました。

空
き
店
舗
対
策
の
一
環
と
し
て
、
７

月
１
日
b
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

が
高
田
町
１
丁
目
に
オ
ー
プ
ン
し
て
い

ま
す
。
工
場
で
製
造
し
た
洋
服
の
委
託

販
売
を
し
て
い
る
こ
の
お
店
で
は
、
服

の
仕
立
て
や
リ
フ
ォ
ー
ム
も
扱
っ
て
い

ま
す
。

チ
ラ
シ
を
見
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ

プ
に
応
募
し
た
と
い
う
石
野
代
美
子
さ

ん
と
川
上
君
代
さ
ん
は
、
「
高
田
町
に

多
く
の
人
を
呼
び
込
み
た
い
で
す
」
と

意
気
込
み
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
オ
ー
プ
ン

７
月
16
日
c
、
十
日
町
情
報
館
で
十

日
町
地
域
振
興
調
整
会
議
主
催
の
「
知

事
と
語
る
む
ら
お
こ
し
・
ま
ち
づ
く

り
」
が
開
催
さ
れ
、
約
１
１
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。「
雪
国
に
お
け
る
新
た
な

地
域
活
性
化
」
を
テ
ー
マ
に
６
人
の
パ

ネ
ラ
ー
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
な
が
ら
問
題
提
起
や
提
案
を
行

い
ま
し
た
。
平
山
知
事
は
「
普
段
気
づ

か
な
い
が
地
域
に
は
宝
と
な
る
資
源
が

た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
有
効
に
活
用
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
結
び
ま
し
た
。

知
事
と
語
る
む
ら
お
こ
し
・
ま
ち
づ
く
り

tokamachi topics tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、企画人事課広報広聴係
（157─3111内線213）へ、お気軽に
お寄せください。

夏の全国大会に36人が出場
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農
家
の
６
人
兄
弟
の
長
男
と
し
て
生
ま

れ
ま
し
た
。

当
時
は
、
家
の
前
を
通
る
道
路
は
「
六

箇
街
道
」
と
呼
ば
れ
、
南
魚
沼
に
行
く
た

め
の
要
所
で
、
多
く
の
人
が
通
り
ま
し
た
。

私
が
生
ま
れ
た
年
に
集
落
に
電
気
が
入

り
、
そ
れ
ま
で
の
生
活
と
打
っ
て
変
わ
っ

て
便
利
に
な
っ
た
と
、
あ
と
で
母
親
か
ら

聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
校
の
こ
ろ
は
、
夏
は
裏
を
流
れ
る

羽
根
川
の
流
れ
を
変
え
て
、
カ
ジ
カ
獲
り

な
ど
を
し
、
秋
は
栗
も
ぎ
を
楽
し
み
ま
し

た
。
正
月
の
三
が
日
は
、
近
所
の
家
を
泊

ま
り
歩
く
風
習
も
あ
り
ま
し
た
。
冬
の
し

み
わ
た
り
の
時
期
に
は
、
ス
ケ
ッ
ト
と
呼

ん
だ
竹
製
の
ス
キ
ー
で
遊
び
ま
し
た
。
残

雪
の
時
期
に
は
、
穴
の
中
に
い
る
ム
ジ
ナ

を
つ
か
ま
え
る
た
め
、
杉
の
葉
に
火
を
つ

け
て
お
び
き
出
す
「
ム
ジ
ナ
い
ぶ
し
」
を

や
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
１
匹
も
つ
か

ま
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
楽
し
い
思

い
出
で
す
。

麻
畑
尋
常
高
等
小
学
校
３
年
生
の
と
き

に
父
親
が
他
界
し
た
こ
と
も
あ
り
、
小
学

校
課
程
を
卒
業
し
た
昭
和
12
年
に
、
静
岡

県
浜
松
市
で
親
せ
き
が
営
む
糸
加
工
会
社

に
勤
め
ま
し
た
。
家
計
を
助
け
る
た
め
に

一
生
懸
命
働
き
ま
し
た
。
時
間
外
労
働
が

多
く
、苦
痛
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

青
年
学
校
に
出
し
て
も
ら
い
あ
り
が
た
か

っ
た
で
す
ね
。

19
年
に
徴
兵
検
査
の
た
め
家
に
帰
り
ま

し
た
。
甲
種
合
格
で
12
月
に
招
集
さ
れ
、

新
発
田
連
隊
に
入
営
し
ま
し
た
。
１
週
間

後
に
は
中
支
（
中
国
）
に
派
遣
さ
れ
ま
し

た
が
、
こ
こ
で
終
戦
を
迎
え
、
捕
虜
生
活

を
経
て
21
年
に
帰
国
し
ま
し
た
。

戦
後
は
農
業
を
し
な
が
ら
時
々
日
雇
い

に
出
る
生
活
を
し
て
き
ま
し
た
。
若
く
し

て
勤
め
に
出
た
た
め
、
農
業
の
経
験
が
な

く
苦
労
し
ま
し
た
。

戦
友
会
の
会
合
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

し
た
が
、足
の
具
合
を
悪
く
し
て
し
ま
い
、

こ
こ
10
年
ほ
ど
出
席
し
て
い
ま
せ
ん
。

今
は
、
妻
と
２
人
で
畑
仕
事
を
中
心
に

農
業
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

そ�の�
そ�し�て�
昔�
今�

郷
土
の
大
切
な
第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
、
北

越
急
行
㈱
（
小
川
和
雄
社
長
）
が
６
月
25
日

c
に
平
成
13
年
度
決
算
を
発
表
し
ま
し
た
。

経
常
利
益
は
９
億
８
、
８
８
０
万
円
で
、

前
年
度
よ
り
も
約
３
億
４
、
９
３
０
万
円

（
54
・
６
％
）
の
増
収
と
な
り
、
５
年
連
続

の
黒
字
を
達
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
経
常
利

益
か
ら
法
人
税
な
ど
を
差
し
引
い
た
当
期
利

益
は
５
億
７
、５
８
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
前
年
度
繰
り
越
し
を
合
わ

せ
た
剰
余
金
（
利
益
の
累
積
）
は
15
億
６
、

１
４
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

同
時
に
発
表
さ
れ
た
利
用
実
績
は
、
特
急

「
は
く
た
か
」
の
利
用
客
が
前
年
比
３
％
増

の
２
３
９
万
５
、
０
０
０
人
、
普
通
列
車
は

０
・
５
％
増
の
84
万
３
、０
０
０
人
で
し
た
。

国
内
全
体
の
鉄
道
旅
客
が
低
迷
す
る
中
、
同

社
の
実
績
は
特
筆
に
値
し
ま
す
。

新
潟
県
と
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
地
域
振
興
連

絡
協
議
会
で
は
、
ほ
く
ほ
く
線
と
並
行
し
て

走
る
国
道
２
５
３
号
の
愛
称
を
「
ほ
く
ほ
く

街
道
」
に
決
定
し
ま
し
た
。
通
行
者
に
親
し

み
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
に
名
づ
け
た
も
の

で
す
。
愛
称
は
田
中
良
子
さ
ん
（
旭
ヶ
丘
）

ほ
か
２
人
の
応
募
作
品
が
、
１
４
０
通
の
中

か
ら
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

13年度決算発表 124

148

高橋侑
ゆ

希
き

ちゃん

（５歳）

ワールドカップで日本とフランスが戦っ

ているところだよ。中田選手がシュートを

して、日本が１対０で勝ったんだ。ぼくは

大きくなったらベッカムになりたいな。

このまえ、お母さんとお兄ちゃんと私で、

ミオンのプールに行ってきたの。ビーチ板

につかまって、流れるプールで遊んだよ。

こんどはお父さんもいっしょに行こうね。

太田真
ま

聖
さと

ちゃん

（５歳）

No.207

輩
の
仲
が
良
く
、
明
る
く
楽
し
い
部
活
で
す
。

◆
部
長
・
村
山
英
隆
さ
ん
（
３
年
）

36
人
と
大
人
数
で
す
が
、
中
越
大
会
で
は
心
を
一
つ
に
し
て
、
い
い
音
を

出
し
た
い
で
す
。

◆
副
部
長
・
水
落
結ゆ

希き

さ
ん
（
３
年
）

中
越
大
会
で
は
悔
い
の
残
ら
な
い
演
奏
を
し
た
い
で
す
。

◆
副
部
長
・
長
谷
川
藍あ

い

さ
ん
（
２
年
）

自
分
の
力
を
出
し
き
っ
て
県
大
会
に
進
み
た
い
で
す
。

◆
亀
貝
隆
先
生

素
直
な
心
を
反
映
し
て
、
誠
実
な
音
楽
を
す
る
子
ど
も
た
ち
で
す
。
上
級

生
が
下
級
生
を
指
導
す
る
こ
と
を
伝
統
に
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

●
下
条
中
学
校
　
吹
奏
楽
部

心
と
体
で

常
に
歌
っ
て
演
奏
し
て
い
ま
す

吹
奏
楽
部
で
は
、
毎
月
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
会
場

は
体
育
館
や
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
す
が
、
む
つ
み
幼
稚
園
な
ど
に
も
出
か
け

ま
す
。
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
広
く
、
ジ
ャ
ズ
や
ラ
テ
ン
に
も
ど
ん
ど
ん
挑
戦

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
校
長
先
生
を
は
じ
め
、
毎
回
さ
ま
ざ
ま
な
ゲ
ス
ト

が
参
加
し
て
く
れ
ま
す
。
初
め
は
恥
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
、
慣
れ
て
く
る

と
楽
し
い
で
す
。
コ
ン
ク
ー
ル
に
向
け
て
自
信
に
も
な
り
、
自
分
た
ち
の

技
術
を
高
め
る
最
高
の
機
会
で
す
。

７
月
28
日
に
長
岡
市
で
行
わ
れ

る
中
越
大
会
に
向
け
て
、
み
ん
な

で
練
習
し
て
い
ま
す
。
１
年
生
が

加
わ
り
、
一
気
に
36
人
と
人
数
が

多
く
な
り
ま
し
た
が
、
先
輩
・
後

4

川
治
保
育
所

霜垣與
よ

作
さく

さん（麻畑）77歳

体育館でのミニコンサート

左から亀貝先生、村山英隆部長、
水落結希副部長、長谷川藍副部長

国
道
２
５
３
号
愛
称

「
ほ
く
ほ
く
街
道
」に
決
定

北
越
急
行
13
年
度
決
算

５
年
連
続
の
黒
字
達
成
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■
制
作
団
体
＝
青
年
学
級「
Ｃ
＆
Ｖ
」、

チ
ャ
ン
ネ
ル
10
、
ア
ゴ
ド
リ
ル
、
新

潟
映
画
塾
■
日
時
＝
８
月
４
日
a
午

後
１
時
〜
■
会
場
＝
情
報
館
■
入
場

料
＝
一
般
‥
１
０
０
円
、
学
生
以
下

‥
無
料
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
公
民

館
本
館
（
1
57
│
５
０
１
１
）

「
お
盆
に
手
軽
で
お
い
し
い
お
も

て
な
し
料
理
」
を
作
り
ま
す
。
■
日

時
＝
８
月
９
日
f
午
後
６
時
〜
８
時

■
会
場
＝
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業

所
■
定
員
＝
18
人
（
申
込
多
数
の
場

合
抽
選
）
■
参
加
費
＝
５
０
０
円
■

申
込
み
・
問
合
せ
＝
８
月
５
日
b
ま

で
に
、
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

（
1
52
│
３
１
０
７)

十
日
町
市
芸
術
協
会
で
は
、
土
門

拳
写
真
美
術
館
と
本
間
美
術
館
（
山

形
県
酒
田
市
）
の
鑑
賞
ツ
ア
ー
を
行

い
ま
す
。
■
日
時
＝
９
月
８
日
a
午

前
５
時
40
分
（
公
民
館
本
館
前
集
合
）

〜
午
後
７
時
30
分
■
参
加
費
＝
１
０
、

０
０
０
円
■
定
員
＝
先
着
45
人
■
申

込
み
＝
は
が
き
に
①
住
所
②
氏
名
③

生
年
月
日
④
性
別
⑤
電
話
番
号
を
記

入
し
、
８
月
20
日
c
必
着
で
、
信
栄

観
光
「
美
術
館
鑑
賞
ツ
ア
ー
」（
〒

９
４
８
│
０
０
６
１
昭
和
町
１
）
に

郵
送
■
問
合
せ
＝
公
民
館
本
館
（
1

57
│
５
０
１
１
）

初
秋
の
谷
川
岳
へ
登
り
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
＝
９
月
８
日
a
午
前
６
時
発

（
公
民
館
本
館
前
集
合
）
■
定
員
＝

先
着
20
人
■
参
加
費
＝
７
、
０
０
０

円
（
保
険
料
・
ゴ
ン
ド
ラ
料
金
含
む
）

■
申
込
み
＝
８
月
１
日
e
か
ら
公
民

館
本
館
に
配
置
し
て
あ
る
申
込
用
紙

を
窓
口
に
提
出
■
問
合
せ
＝
渡
辺
昇

（
1
57
│
５
６
４
１
）

東
新
潟
火
力
発
電
所
と
県
立
自
然

科
学
館
を
見
学
し
ま
す
。
■
日
時
＝

８
月
20
日
c
午
前
８
時
〜
午
後
５
時

■
集
合
場
所
＝
東
北
電
力
㈱
十
日
町

営
業
所
前
■
対
象
＝
小
学
生
と
保
護

者
（
中
学
生
以
上
）
■
定
員
＝
40
人

（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）
■
参
加

費
＝
一
人
１
、
５
０
０
円
（
昼
食
代

・
入
館
料
含
む
）
■
申
込
み
・
問
合

せ
＝
８
月
９
日
f
ま
で
に
、
東
北
電

力
㈱
十
日
町
営
業
所
（
1
52
│
３
１

０
７)市

内
の
企
業
や
団
体
が
地
域
の
情

報
化
を
よ
り
推
進
す
る
た
め
に
、
昨

年
11
月
に
「
地
域
情
報
化
推
進
協
議

会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
協
議
会
や

参
加
企
業
が
取
り
組
ん
で
い
る
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
中
心
と
し
た
最
新

の
Ｉ
Ｔ
の
展
示
や
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い

ま
す
。
■
日
時
＝
８
月
14
日
d
午
前

10
時
〜
午
後
５
時
■
会
場
＝
ク
ロ
ス

10
■
問
合
せ
＝
㈱
オ
ス
ポ
ッ
ク
（
1

50
│
２
０
３
７
）

県
教
育
委
員
会
主
催
の
講
座
で

す
。
県
内
主
会
場
の
講
座
を
情
報
館

で
視
聴
し
ま
す
。
身
近
な
テ
ー
マ
を

２
時
間
耐
久
映
画
レ
ー
ス

キ
ミ
は
何
本
ま
で
耐
え
ら
れ
る
か
:

に
い
が
た
連
携
公
開
講
座

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

体
験
料
理
教
室

親
子
体
験
ツ
ア
ー

国保では滞納の措置が厳しくなりました
～　国保料の納め忘れはありませんか ～

国保では滞納の措置が厳しくなりました
～　国保料の納め忘れはありませんか ～

国保では滞納の措置が厳しくなりました
～　国保料の納め忘れはありませんか ～

国保では滞納の措置が厳しくなりました
～　国保料の納め忘れはありませんか ～

国保では滞納の措置が厳しくなりました
～　国保料の納め忘れはありませんか ～

国保では滞納の措置が厳しくなりました
～　国保料の納め忘れはありませんか ～

国保では滞納の措置が厳しくなりました
～　国保料の納め忘れはありませんか ～

国保では滞納の措置が厳しくなりました
～　国保料の納め忘れはありませんか ～

国保では滞納の措置が厳しくなりました
～　国保料の納め忘れはありませんか ～

国保では滞納の措置が厳しくなりました
～　国保料の納め忘れはありませんか ～

国保では滞納の措置が厳しくなりました
～　国保料の納め忘れはありませんか ～

国保では滞納の措置が厳しくなりました
～　国保料の納め忘れはありませんか ～

国保では滞納の措置が厳しくなりました
～　国保料の納め忘れはありませんか ～

国保では滞納の措置が厳しくなりました
～　国保料の納め忘れはありませんか ～

国保では滞納の措置が厳しくなりました
～　国保料の納め忘れはありませんか ～

国保では滞納の措置が厳しくなりました
～　国保料の納め忘れはありませんか ～

国保では滞納の措置が厳しくなりました
～　国保料の納め忘れはありませんか ～

次のような場合は、通常の扱いに戻ります
・滞納した保険料を完納したとき、または滞納額が

著しく減少したとき。

・特別な事情が認められたとき。

納付が困難な人は、まず国保にご相談を
災害や病気などのやむを得ない事情により保険料

の納付が困難な場合は、早めに国保窓口にご相談く

ださい。

保険料の納付は便利な口座振替で
「つい」「うっかり」納め忘れのないように口座振

替をご利用ください。手続きは十日町市指定の金融

機関（銀行・農協・郵便局など）でできます。

手続きに必要なもの

保険料の納付書、預金通帳の届け出印

■問合せ＝介護保険課国保係（内線155）

●納期限を過ぎると
・督促を受けたり、延滞金が加算されたりします。

・財産差押えなどの処分を受けます。

・保険証の有効期間が短くなる場合があります。

（短期保険証の交付）

●納期限から１年を過ぎると
・保険証を返してもらいます。（医療費がいったん全額

自己負担になります）※この場合、保険証のかわり

に「被保険者資格証明書」を交付します。支払った

医療費は、後で国保から払い戻しが受けられます。

●１年６か月を過ぎると
・国保の保険給付の全部または一部が差し止められます。

●それでもなお納めないでいると
・差し止められた保険給付額から滞納分が差し引かれ

ます。

第
12
回
美
術
館
鑑
賞
ツ
ア
ー

あ
す
な
ろ
会
市
民
登
山

最
新
Ｉ
Ｔ
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
Ｔ
ｏ
ｋ
ａ
ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ

県
内
大
学
の
講
師
陣
と
い
っ
し
ょ
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
18
日
は
情
報

館
が
主
会
場
に
な
り
ま
す
。
詳
し
い

チ
ラ
シ
は
情
報
館
・
各
地
区
公
民
館

に
配
置
し
て
あ
り
ま
す
。
■
会
場
＝

情
報
館
■
受
講
料
＝
無
料
■
問
合
せ

＝
情
報
館
（
1
50
│
５
１
０
０
）

染
織
を
通
じ
て
、
モ
ノ
づ
く
り
の

楽
し
さ
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。
テ
ー

ブ
ル
ク
ロ
ス
や
ふ
ろ
し
き
な
ど
を
作

り
ま
す
。
■
日
時
＝
８
月
７
日
d
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
■
会
場
＝
県
立

十
日
町
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
■
コ
ー

ス
＝
①
染
織
コ
ー
ス
②
染
め
コ
ー
ス

■
対
象
＝
小
学
４
年
生
以
上
■
定
員

＝
各
コ
ー
ス
10
人
■
受
講
料
＝
無
料

■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
県
立
十
日
町

テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル（
1
57
│
１
１
０

５

h
ttp
://w

w
w
7
.o
cn
.n
e
.jp
/

̃
te
k
u
n
o
1
0
/

）

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
方
法
、
は
が
き

作
成
な
ど
を
行
い
ま
す
。
■
日
時
＝

８
月
10
日
g
午
後
１
時
〜
４
時
■
会

場
＝
十
日
町
郵
便
局
■
対
象
＝
パ
ソ

コ
ン
初
心
者
の
小
学
校
低
学
年
児
童

と
そ
の
親
■
参
加
費
＝
親
子
で
３
０

０
円
（
は
が
き
代
）
■
申
込
み
・
問

合
せ
＝
往
復
は
が
き
に
①
住
所
②
氏

名
③
電
話
番
号
を
記
入
し
、
７
月
31

日
d
必
着
で
、
十
日
町
郵
便
局
総
務

課
（
〒
９
４
８
│
８
７
９
９
本
町
６

│
１
1
52
│
２
３
９
１
）
に
郵
送

十
日
町
病
院
医
師
が
胃
が
ん
と
高

血
圧
に
つ
い
て
の
講
演
を
行
い
ま

す
。
事
前
申
込
み
不
要
で
す
。
■
日

時
＝
８
月
８
日
e
午
後
２
時
〜
３
時

■
会
場
＝
県
立
十
日
町
病
院
■
入
場

料
＝
無
料
■
問
合
せ
＝
県
立
十
日
町

病
院
（
1
57
│
５
５
６
６
）

ラ
ジ
オ
と
テ
レ
ビ
で
授
業
を
行
う

正
規
の
通
信
制
大
学
で
す
。
14
年
度

第
２
学
期
学
部
・
大
学
院
修
士
科
目

生
（
10
月
入
学
）
と
15
年
度
大
学
院

修
士
全
科
生
（
15
年
４
月
入
学
）
を

募
集
し
ま
す
。
■
募
集
期
間
＝
▼
学

部
・
大
学
院
（
修
士
科
目
生
）
８
月

15
日
e
ま
で
▼
大
学
院
（
修
士
全
科

生
）
９
月
１
日
a
〜
14
日
g
■
募
集

学
生
＝
▼
学
部
①
全
科
履
修
生
（
卒

業
を
目
指
す
学
生
）
②
選
科
履
修
生

（
１
年
間
在
学
す
る
学
生
）
③
科
目
履

修
生
（
１
学
期
「
６
か
月
」
間
在
学

す
る
学
生
）
▼
大
学
院
④
修
士
全
科

生
（
修
了
を
目
指
す
学
生
）
⑤
修
士

科
目
生
（
１
学
期
間
在
学
す
る
学
生
））

■
資
料
請
求
・
問
合
せ
＝
放
送
大
学

新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー
（
1
０
２
５
│

２
２
８
│
２
６
５
１
）

県
で
は
、
行
政
へ
の
関
心
を
深
め

社
会
参
画
を
促
進
す
る
た
め
に
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
県
内
在
住
で
県
政

に
関
心
を
持
ち
、
原
則
全
講
座
受
講

可
能
な
女
性
の
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
■
日
時
＝
９
月
18
日
d
・

19
日
e
、
10
月
９
日
d
・
10
日
e
・
30
日

d
・
31
日
e
の
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
30
分
■
会
場
＝
長
岡
総
合
庁
舎
ほ

か
■
受
講
料
＝
無
料
■
申
込
み
・
問

合
せ
＝
８
月
１
日
e
〜
23
日
f
に
、県

男
女
平
等
社
会
推
進
課（
1
０
２
５
│

放
送
大
学

染
織
一
日
体
験
教
室

8 月 の 講 座 予 定

月日 講　　師テ　ー　マ

8/4
a

13：30～

新潟大学助教授

雲　尾　　周

完全学校週５日制時代の家庭と地域
・生きる力を育てる家庭、地域
・学校の役割、行政の役割

医学博士

杉　谷　想　一

がん克服への道
・がんを理解するためのキーワード
・最新の診断と治療法

新潟国際情報大学教授

広　瀬　貞　三

国際化の中の人間理解～日本と韓国～
・日本と韓国の歴史、政治関係、敵視認識の差、在
日韓国、朝鮮人

8/11
a

13：30～

8/18
a

13：30～

夏
休
み
親
子
パ
ソ
コ
ン
教
室

◆期　間 ８月９日Fまで

◆う回路
国道253号、県道十日町千手線、市道高山太

子堂線、市道本町西線

※歩行者は歩道を通行できます。ただし、工

事区間内の横断はご遠慮ください。

※上記工事に伴い、工事区間内の市道は交通

止めになります。

◆問合せ
十日町土木事務所（1５７－５５２５）

県道十日町川西線の高田町４丁目地内が、道路改良及び舗装工事のた

め、８月９日fまで終日全面通行止めになります。ご迷惑をおかけしま

すが、う回路をご利用いただくなど、ご理解・ご協力をお願いします。

県道十日町川西線全面通行止めのお知らせ

妻
有�

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ�

セ
ン
タ
ー�

市
道
高
山
太
子
堂
線�

十日町総合�高　　　校�

工事区間�

県道十日町千手線�

至Ｒ117号�

Ｒ253号�

市
道
本
町
西
線�

十
日
町�

病
　
院�

越後交通�

高田郵便局�

十日町橋�

妻有大橋�

女
性
の
た
め
の

県
政
ふ
れ
あ
い
講
座

健
康
講
座

「
胃
が
ん
・
高
血
圧
」
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現
在
、
出
生
届
な
ど
に
伴
う
乳
幼

児
医
療
費
の
助
成
申
請
な
ど
の
た
め

午
後
７
時
ま
で
延
長
し
て
い
る
健
康

福
祉
課
の
窓
口
業
務
で
す
が
、
利
用

者
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
７
月
31

日
d
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

な
お
、
市
民
生
活
課
市
民
係
・
国

民
年
金
係
、
介
護
保
険
課
国
保
係
の

窓
口
は
、
午
後
７
時
ま
で
開
い
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
暑
い
季
節
を
迎
え
、
水
分
の
多
い

ご
み
が
増
え
て
い
ま
す
。
ご
み
は

し
っ
か
り
水
切
り
を
し
て
、
ル
ー

ル
を
守
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
資
源
物
を
出
す
と
き
は
、「
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
」
「
ご
み
便
利
帳
」

を
よ
く
見
て
、
間
違
い
の
な
い
よ

う
に
分
別
し
、
ラ
ベ
ル
・
汚
れ
な

ど
を
取
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
ご
み
収
集
作
業
中
に
発
火
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
ス
プ
レ
ー
缶

に
は
穴
を
開
け
て
、
缶
類
の
資
源

物
収
集
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
十
日
町
地
域
衛
生
施
設

組
合
（
1
52
│
３
９
２
４
）

行
方
不
明
者
の
所
在
確
認
調
査
を

行
う
と
と
も
に
、
全
国
で
亡
く
な
っ

た
身
元
不
明
者
の
資
料
を
用
意
し
て

相
談
に
応
じ
ま
す
。
■
巡
回
相
談
＝

▼
８
月
２
日
f
‥
上
越
北
警
察
署

（
1
０
２
５
５
│
43
│
０
１
１
０
）

▼
８
月
９
日
f
‥
長
岡
警
察
署
（
1

０
２
５
８
│
38
│
０
１
１
０
）
※
い

ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
特
別
相
談
所
＝
８
月
の
１
か
月
間
、

平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

県
警
察
本
部
鑑
識
課
（
1
０
２
５
│

２
８
５
│
０
１
１
０
）
に
開
設
■
問

合
せ
＝
十
日
町
警
察
署
（
1
52
│
０

１
１
０
）

■
期
日
＝
８
月
２
日
f
■
受
付
時
間

＝
午
前
９
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
３
時
30
分
■
会
場
＝
下
条
地
区

公
民
館
■
問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課
保

健
予
防
係
（
内
線
１
４
２
）

健
康
福
祉
課
の
窓
口
延
長

を
終
了
し
ま
す

8月の
献血

全
血
献
血

W杯サッカーの事前キャンプを通して、十日町市と交流を深めた

クロアチア。あらためてクロアチアの歴史や風土を学びながら、国

際平和や女性・人権問題に対する取り組みに視野を広げ、草の根レ

ベルの交流を考えてみませんか。入場無料、手話通訳もあります。

■日　時 ８月３日g 午後１時30分～４時

■会　場 情報館視聴覚ホール

■講　師　「クロアチアチームを迎えて」

十日町市サッカー協会理事長　若山裕さん

「クロアチアの歴史・風土」

6新潟県地域総合研究所主任研究員　江口昌樹さん

「クロアチアの女性」

ウィメンズサポートセンターにいがた代表　西沢真知さん

■保育ルーム 利用希望者は７月29日bまでに申込んでください

（おやつ代１人200円）

■申込み・問合せ 企画人事課企画係（内線216）

もっと知ろう！ クロアチア
～歴史・風土・女性たち～
もっと知ろう！ クロアチア
～歴史・風土・女性たち～

8月の交通安全キャンペーン

年 発生件数 負傷者数 死者数 物件事故数

13年 22（105） 25（122） 0（2） 43（290）

14年 20（90） 29（115） 0（0） 45（284）

6月の交通事故発生状況 （ ）内は1月からの累計

漫然運転を防ぎましょう

市の就業者の約４割は女性であり（平成

12年国勢調査）、夫婦共働きの家庭も多く

みられます。市では保育所や児童館などを

設置し、育児相談も受付けています。女性

と男性が家事や育児を分ち合い、子育て支

援サービスを活用しながら、ゆとりある生

活を築きましょう。

＊＊＊＊　主な子育て支援　＊＊＊＊

■学童保育・一時保育：保護者が病気・事

故・出産・介護・冠婚葬祭・就労形態な

どで、放課後または長期休業時に家庭に

いない場合。概ね小学校３年生までの児

童の保育、あるいは、上記により一時的

に家庭で保育できなくなった場合の未就

学児の保育を各保育所で受付けていま

す。

■育児相談：家庭児童相談室（児童家庭係

内）・保育所で受付けています。

■その他の子育て支援：市報１月25日号を

ご覧ください。また、児童家庭係にご相

談ください。

【問合せ】

健康福祉課児童家庭係（内線131）ただ

し学童保育・一時保育は各保育所へ

～さまざまな育児・保育
支援をしています！～

家庭も仕事もいきいきと

「女
ひと

と男
ひと

」共に輝くまちづくり

とおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プラン
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行
方
不
明
者
を
捜
す

相
談
所
開
設

ご
み
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

出
し
ま
し
ょ
う

２
８
５
│
５
５
１
１
内
線
２
４
９
４
）

毎
年
秋
に
開
催
し
、
地
域
や
社
会

に
つ
い
て
考
え
る
「
と
お
か
ま
ち
市

民
大
学
」
講
座
。
こ
の
講
座
内
容
な

ど
を
公
民
館
職
員
と
い
っ
し
ょ
に
企

画
す
る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
■
募

集
人
数
＝
10
人
■
申
込
み
・
問
合
せ

＝
８
月
10
日
g
ま
で
に
、
公
民
館
本

館
（
1
57
│
５
０
１
１
）

■
受
験
資
格
＝
昭
和
50
年
４
月
２
日

か
ら
60
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者
。
た
だ
し
、
大
学
（
短
期
大
学

を
除
く
）
を
卒
業
、
ま
た
は
来
春
卒

業
見
込
者
を
除
く
■
採
用
予
定
年
月

日
＝
平
成
15
年
４
月
１
日
■
第
一
次

試
験
日
＝
９
月
22
日
a
■
申
込
み
締

切
り
＝
８
月
19
日
b
■
資
料
請
求
・

問
合
せ
＝
十
日
町
警
察
署
（
1
52
│

０
１
１
０
）

中
小
企
業
組
合
な
ど
が
共
同
で
行

う
調
査
・
研
究
開
発
ま
た
は
需
要
開

拓
の
た
め
の
事
業
や
創
業
者
を
支
援

し
ま
す
。
■
申
込
み
締
切
り
＝
８
月

20
日
c
■
資
料
請
求
・
申
込
み
・
問
合

せ
＝
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
（
1

０
２
５
│
２
６
７
│
１
１
０
０
）

７
月
は
固
定
資
産
税
第
２
期
と
国

民
健
康
保
険
料
第
１
期
及
び
介
護
保

険
料
第
１
期
の
納
税
・
納
付
の
月
で

す
。
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
■

問
合
せ
＝
税
務
課
・
介
護
保
険
課

母
子
家
庭
な
ど
に
支
給
さ
れ
て
い

る
児
童
扶
養
手
当
制
度
が
８
月
か
ら

改
正
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
支
給
事
務

が
県
か
ら
市
へ
委
譲
さ
れ
ま
す
。
■

手
当
月
額（
カ
ッ
コ
内
は
改
正
前
）＝

①
全
部
支
給
‥
４
２
、
３
７
０
円

（
同
額
）②
一
部
支
給
‥
所
得
に
応
じ

１
０
、０
０
０
円
〜
４
２
、３
６
０
円

ま
で
の
10
円
き
ざ
み
（
２
８
、
３
５

０
円
）
■
所
得
制
限
な
ど
＝
①
養
育

費
の
80
％
を
所
得
に
含
め
ま
す
②
限

度
額
の
変
更
（
表
参
照
）
■
問
合
せ

＝
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
（
内
線

１
５
２
）

老
齢
福
祉
年
金
の
支
払
い
が
８
月

９
日
f
か
ら
市
内
の
各
郵
便
局
で
始

ま
り
ま
す
。
該
当
者
（
代
理
人
可
）

は
次
の
も
の
を
持
参
し
、
受
領
し
て

く
だ
さ
い
。
■
持
参
す
る
も
の
＝
①

印
鑑
②
国
民
年
金
証
書
③
福
祉
年
金

定
時
申
立
書
（
８
月
１
日
に
本
人
あ

て
に
郵
送
し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記

入
し
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）
■
受
領

方
法
＝
年
金
受
領
後
、
係
員
に
国
民

年
金
証
書
と
福
祉
年
金
定
時
申
立
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
当
日
都
合

の
つ
か
な
い
人
は
、
年
金
受
領
後
８

月
16
日
f
ま
で
に
市
民
生
活
課
国
民

年
金
係
に
お
い
で
く
だ
さ
い
■
問
合

せ
＝
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
（
内

線
１
５
１
）

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る
人
は
「
現
況
届
」、
特
別
児

童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は

「
所
得
状
況
届
」の
手
続
き
が
必
要
で

す
。
必
ず
本
人
が
届
出
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
手
続
き
が
遅
れ
る
と
８
月

分
以
降
、
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
■
持
参
す
る

も
の
＝
証
書
・
印
鑑
な
ど
■
期
間
＝

８
月
12
日
b
〜
30
日
f
■
届
出
先
・

問
合
せ
＝
児
童
扶
養
手
当
は
市
民
生

活
課
国
民
年
金
係
（
内
線
１
５
２
）、

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
健
康
福
祉
課

障
害
援
護
係
（
内
線
１
３
３
）

■
公
民
館
本
館
＝
毎
週
月
曜
日
※
13

日
c
・
14
日
d
・
15
日
e
・
25
日

a
・
27
日
c
は
午
後
５
時
閉
館

■
総
合
体
育
館
＝
毎
週
火
曜
日
※
14

日
d
・
15
日
e
・
24
日
g
・
26
日
b

は
午
後
５
時
閉
館

■
市
民
プ
ー
ル
＝
毎
週
火
曜
日
※
13

日
は
開
場

■
博
物
館
＝
毎
週
月
曜
日

■
情
報
館
＝
毎
週
月
曜
日
、
30
日
f

※
13
日
c
・
14
日
d
・
15
日
e
は
午

後
５
時
閉
館

■
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
＝
毎
週
日
曜

日
※
13
日
c
・
14
日
d
・
15
日
e
・

26
日
b
・
27
日
c
は
午
後
５
時
閉
館

むし歯のないよい歯の子
6月の３歳児健診を受けた子27人

よい歯の子 住 所　　保護者

（太田島3）

（塚原町）

（錦町２）

（錦町１）

（五軒新田）

（吉田山谷）

（土市４）

（山本町２）

（太子堂）

（為永）

（上新田１）

（春日町３）

（田川町１）

（安養寺）

（上新田１）

（西本町３）

（春日町３）

義　和

幸　友

千香子

さちえ

芳　春

義　人

博

雅　裕

栄　一

朗

伸　一

伸　泰

順　一

勇

明　紀

健　二

勝　彦

飯 塚 　 憂
ゆう

増田千
ち

笑
え

美
み

太 田 光
ひか

琉
る

齋 木 響
きょう

河
が

富 澤 朋
とも

樹
き

j 紗
さ

理
り

菜
な

a 野 　 陸
りく

澁 谷 　 蓮
れん

湯 沢 綾
あや

音
ね

津 畑 果
か

歩
ほ

堀 　 智
とも

哉
や

青 木 伸
のぶ

晃
あき

福 原 悠
ゆう

太
た

板場晃
こう

太
た

郎
ろう

湯本かのん

佐藤はるな

春 日 彩
さ

月
つき

８
月
の
休
館
日

税
金
を
納
め
て
広
が
る
豊
か
な
く
ら
し

７
月
の
納
税
・
納
付

８
月
９
日
は

老
齢
福
祉
年
金
の
支
払
日

児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
届
を
忘
れ
ず
に

児
童
扶
養
手
当
制
度
が

改
正
さ
れ
ま
す

研
究
開
発
な
ど
を

支
援
し
ま
す

19（45.8）

57（90.4）

95（132.6）

133（174.8）

０

１

２

３

本　　　人

全部支給の所
得制限限度額

万円

一部支給の所
得制限限度額

万円

192（154）

230（192）

268（230）

306（268）

孤児などの養育
者、配偶者、扶養
義務者の所得制
限限度額　万円

扶養親族
などの数

人

236

274

312

350

※（ ）内は改正前

と
お
か
ま
ち
市
民
大
学

企
画
委
員
募
集

警
察
官
受
験
者
募
集
中

夏場は、激しい暑さによる寝不足、夏バ

テ、疲労などから運転に対する注意力が散

漫になり、漫然運転に陥りやすくなります。

最近は、道の駅など安全に休憩を取るこ

とができる施設が充実しています。疲れて

眠いときなどは、迷わず休みましょう。
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◆
毎
年
、
多
く
の
小
・
中
・
高
校
生
、
一

般
が
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
全
国
大
会
に
出
場

し
て
い
ま
す
。
今
年
も
大
勢
の
人
が
全
国

大
会
に
出
場
し
ま
す
。
昨
年
、
十
日
町
高

校
が
野
球
で
甲
子
園
大
会
に
出
場
し
、
閉

会
式
で
高
野
連
の
会
長
か
ら
お
褒
め
の
言

葉
を
い
た
だ
き
、
全
国
区
に
な
り
ま
し
た
。

自
身
を
み
が
く
だ
け
で
な
く
、
十
日
町
市

を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
機
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。
本
人
の
努
力
は
も
と
よ
り
指

導
者
・
関
係
者
の
尽
力
に
、
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

（
村
）

◆
夏
休
み
に
本
を
読
み
ま
し
ょ
う
、
と
今

回
情
報
館
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

情
報
館
か
ら
借
り
て
２
人
の
娘
に
読
み

聞
か
せ
た
お
薦
め
の
絵
本
に
「
ぶ
た
ば
あ

ち
ゃ
ん
」
が
あ
り
ま
す
。
ぶ
た
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
孫
娘
が
、
２
人
に
と
っ
て
１
番

い
い
方
法
で
永
遠
の
さ
よ
な
ら
を
迎
え
る

と
い
う
お
話
で
、
お
と
な
も
胸
が
締
め
つ

け
ら
れ
ま
す
。
絵
本
は
、
そ
の
お
話
は
も

ち
ろ
ん
、
ち
ょ
っ
と
素
敵
な
言
葉
づ
か
い

や
、
想
像
を
か
り
た
て
る
絵
に
、
子
ど
も

だ
け
で
な
く
お
と
な
も
引
き
込
ま
れ
る
こ

と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
夏
休
み
、
お
子
さ

ん
と
い
っ
し
ょ
に
絵
本
コ
ー
ナ
ー
を
の
ぞ

い
て
み
る
と
、
思
わ
ぬ
本
に
出
会
え
る
と

思
い
ま
す
よ
。

（
田
）

■発行/十日町市役所　〒948-8501 新潟県十日町市千歳町3丁目3番地　TEL0257-57-3111 FAX52-4635
Email  info@city.tokamachi.ni igata.jp URL http://www.city.tokamachi.ni igata.jp

■編集/企画人事課広報広聴係

編
集
後
記

十
日
町
市
民
の
願
い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

8月・August 健康福祉課 157-3111

乳幼児健康診査 会場：保健センター

１歳６か月児
健 診

21日
d

午後１時
～１時30分

13年2月
生まれの幼児

４か月児健診
28日
d

午後１時
～１時30分

14年4月
生まれの乳児

２歳６か月児
身 体 測 定

事業名 期日 受付時間 対象児

３ 歳 児 健 診
３歳６か月児
が対象です

8日
e

午後１時
～１時30分

11年2月
生まれの幼児〔

〔

10 か 月 児
身 体 測 定

28日
d

午前９時15分
～10時

13年10月
生まれの乳児

q1歳6か月児・3歳児健診は歯科検診があります。
w４か月児健診を受けない場合は、保健予防係まで書類を取りに来
てください。

e３歳児健診前に検査セットを送りますので、届かない人は保健予
防係（内線141）まで連絡してください。

今月はお休みです。

休日救急医

期　日 医療機関名 住　所 電話番号

４日A 本町クリニック 本町３ 50-1160

小 林 内 科 医 院 中町 52-715511日A

18日A 富 田 医 院 川西町 61-0200

25日A 池 田 医 院 本町西1 52-2581

●健康相談　保健師による相談

※健康手帳のある人はご持参ください。

期日

5・12・
19・26日B

会　　　場

保 健 セ ン タ ー

時　　間

午前９時～11時30分

午前９時～11時30分

午後１時30分～４時

午前９時～11時30分

午前９時～11時30分

午後１時30分～４時

16日F 羽 根 川 荘 午前９時～11時30分

水 沢 地 区 公 民 館

平 成 園

23日F

中 条 地 区 公 民 館

北 原 集 落 セ ン タ ー

午後１時30分～４時

30日F

下 条 地 区 公 民 館

上 新 田 公 民 館

●高齢者職業相談
毎週月～金曜日　午前９時～午後４時

会場：高齢者職業相談室

●定例行政相談
9日F 午前10時～午後３時

会場：市民相談室

●法律相談 電話で市民生活課市民係へ要予約

１日E 倉重安雄弁護士

８日E 小林　彰弁護士

15日E 星野行男弁護士

22日E 高橋信行弁護士

29日E 高野　毅弁護士

午後１時30分～４時 会場：市民相談室

●ふれあい福祉センター心配ごと相談
毎週火・木曜日　午後１時～４時

※13日cと15日eは除く

会　場：十日町市社会福祉協議会

日　時：６日c午前10時（受付：９時45分）～11時

会　場：保健センター

対　象：14年２月・３月生まれの乳児の保育をし

ている人

問合せ：健康福祉課健康増進係（内線143）

すくすく教室 ～離乳食と育児～


